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上




　神の工たくみが削りなしけん千仞の絶壁、上うへ平たひらに草生ひ茂りて、三方は奇しき木の林に包まれ、東に向ひて開く一方、遙の下に群れたる人家、屈曲したる川の流を見るべし。此處に飛び來れるは、さゝやかに美しき神の子二人、何處よりか採りて來し種々の花を植ゑ試みつゝ、白き羽の一人は黄なる羽の一人に向ひ、

「匂よ。菫すみれ、苧環をだまき、櫻草、丁字草ちやうじさう、五形げんげ、華鬘草けまんさうの類たぐひは皆此方に栽うゑて枕元を飾るべし。

「それこそ善からめ。吾は此方に蒲公英、母子草はゝこぐさ、金鳳花きんぼうげ、金仙花きんせんくわ、福壽草など栽ゑんは色彩いろどり如何に。見よ、光よ。色彩いろどり美よからずや。

「あらまし出來上りぬ。吾は猶五形を殖やすべし、五形の枕は最も柔軟やはらかに頭ざはり善しと君ののたまひしかば。汝も金仙花を減へらして蒲公英を増しては如何に。

「さても美し。此處は芝の儘にてあるべし。嫁菜、薺、蓬など少しは善からん。

「それよ、思ひ出でたり。茅針つばなは肌ざはり惡しとのたまひけるぞ。そこらに一本もとにてもあらば拔き取れよ。匂よ。汝は最早植ゑ終りたるか。

「光よ。これ見ずや、吾谷の底よりやう〳〵に探り出でたる蘭の二本三本、此薫の得ならぬは何處にか植ゑてまし。枕邊少し離れて東風吹き入るゝ處ぞ善かるべき。

「それ濟みたらば、山吹を裾の方に栽ゑんと思ふに、汝も手を貸せよ、一人の力に及ばねば。


　山吹の花一むら植ゑ終りて、二人の神の子は右より見つ左より見つ、自ら寐ころびても見つ、飛び上りて上よりも見つ、手を拍つて喜びぬ。

「匂よ。わが君のいでまし處またなく美しく出來たるよ。これならば、よも五濁の人間界とは見えじ。

「光よ。吾は未だ飽き足らぬ節あり。花の枕、花の褥、花づくしの閨のぐるりに花の幕無きは口惜しからずや。

「吾も爾か思はぬにはあらねど、何を幕にすべき。

「言はずとも幕になるべきは山藤の花なれど‥‥

「其藤を如何にして吾等の力に移すべきか。

「光よ。吾もさは思へども、思ひ立ちては止まるべくもあらず。吾力のあらん限りを盡すべければ、汝も力を合せよ。

「匂よ。汝も膽太き事を思ひ立ちしものよ。されど出來るだけは試みなん。來よ、匂よ。


　二人は山深く分け入りつ、藤の生ひひろごりたるを求め得て、辛く开を纏ひつきたる樹の枝より取り放しぬ。森の中を引きずり行かんは枝、荊棘に蔓を取らるゝ憂あれば、宙を飛んで提げ行かんと、談を定めけるに、さらばとて二人は开を携へ虚空に上るに、餘りに重ければ、力盡きて屡〻森の上に落ちんとす。

「匂よ。吾は最早堪へ得じ。藤を放すべきか。

「今少しなり。光よ。辛抱せよ。今此處にて森の上に落しなば蔓は再び樹にまつはり花は無殘に散り落つべし。今少しにて閨に達すべきに、此處にて挫けなば今迄の苦勞は春の陽炎と消え去らん。


　勵みつ勵まされつ、漸くにして絶壁の上に來りぬ。二人は落つるが如く下りし儘、其處に倒れたり。光は頻りに息をはずませて、

「匂よ。吾手はしびれて、筋の切れたらんが如き心地す。最早吾にはこを植うべき力無し。汝なれ自みづから善きやうにせよ。


　匂は徐おもむろに起き上りて腕を摩さすり、

「實にくたびれけるよ。さはいへ此處迄持ち來りて捨て置くやうやある。汝なれ勞つかれたらば吾一人にても試みるべし。


と言ひつゝ、藤の蔓を取り、少し飛び上りては周圍ぐるりの樹に开を纏ひつかせ、又下りては又他の蔓を持ち上り、开を鄰の樹に纏ひつかせなどす。斯くして仕事半ば成りし時、匂は急に悲しき聲を出だして叫びぬ。今迄草に横りて稍〻まどろみし光は悲しき聲に驚かされて、其方を見れば、匂は如何にしけん兩足もろあしを藤蔓に取られて體は宙にぶら下りし儘、そを拔け出でんと頻りに黄なる羽を搖かしてあせればいよ〳〵蔓は足を締めて、逃れんやうも無きに、哀れに悲しき聲をぞ立てしなる。光はあわてゝ起き上り飛び上り縺れたる蔓を解かんとすれど容易に解けねば、自ら右の手を樹の枝に掛け、左の手を伸ばして、匂に之を握れといふ。匂は光の手を取りければ、光は、我手を力にして出來るだけ強く足を引き拔けと注意す。匂は教へられたる如く足を引きけるに辛うじて拔けたれば、草に下りて足の痛を手してもみなどす。光は匂に代りて藤をあちらこちらの枝に掛け渡し終りて、これも匂の側に坐し、

「見よ。幕も張り終りぬ。見事々々。これだけの遊び處天上にもあるまじ。必ず男君をぎみの御意にこそ叶ふべけれ。


と言へば、匂も四方を見まはして覺えず微笑みながら、

「いざ歸りて君に事の由を申すべし。光よ。行かずや。

「匂よ。吾に猶心殘りあり。あらゆる花は皆此處に集まりながら薊あざみの缺けたるぞ飽かぬ心地する。赤き薄赤き紫なる薄紫なる、薊程美しき花は無きに。

「止めよ〳〵如何に美しとも薊の刺の君が御體にも障りなば如何で怒り給はざらん。況して开を移さんこと迚も出來べきにあらじ。

「さな言ひそ。御體に障らぬ處に植ゑ置かんに其等の心配は無用なり。掘り來らんは困難ならぬにはあらねど、出來ぬ事やある。暫く待ちね。吾試みるべし。


　光は森の奧に入りぬ。匂は猶痛む足をさまざまにいたはりて光の歸るを待つ程に、

「匂よ〳〵。早く來よ。


といそがしく呼ぶは光の聲なり。其聲をしるべに尋ぬれば、薊おびたゞしく林の如く生ひたる中に光を見つけたり。匂來ると見て光は薊の中より、

「匂よ。我を救へ。吾は此薊の林にくゞり込みて最もうつくしき一株を得んとするに、手を動かせば刺に刺され、足を動かせば刺に刺され、少しも仕事出來ず。已むなく思ひ絶えて出でんとするに、出口を失ひ、何處へ行くも刺滿ち〳〵て出づるによすがなし。


と悲しく言ふ。匂は眉を顰め首を傾け、

「如何にせば救ひ出すべき。まゝよ、吾もくゞり入りて先づ刺を押しのけ道を開くべし。汝は其時吾に從ひ出で來れ。


と入らんとすれば、光は、

「待てよ〳〵。匂よ。二人這入りて二人ともに出られずば何とせん。吾に手だてあり。汝は吾がために釣鐘形の花の大なるを一つ小なるを二つ取り來れ。


と乞ふ。匂は心得ねど教へられし花を摘み來りて薊の中に突き入るれば、光はそを引き入れて、大なる花をおのが頭に冠り、小なる花二つは其中に各〻の手を入れて手袋の如くし、頭と手二つとにて刺を押し開きつゝ、やつと薊の外に出で來りぬ。光は手を入れたる花を振り落し、聲高く笑ひながら匂を見て、

「さておどけたる狂言なりしよ。記念かたみとして吾は永久此花の冠を脱がざるべし。


と言へば匂も笑ひて、

「吾も足を痛めたる記念を殘すべし。


と共に芝生の處に歸りて、匂は藤の一房を頭に卷きつけぬ。二人は笑壺に入りて、光は、

花の冠、とこしへに

　吾があやまちの記念かたみなり。

色濃き藤の花輪世に

　いさをを殘す汝一人。


と歌へば匂も、

賢さかしき心こゝろ、清きよき形なり

　星と輝く汝が光。

日の影透かぬ森の間、

　花萎み行く吾が匂。


と和す。二人聲を揃へて、

神こそ待たせたまふらめ

　吾怪我せしと知らでゆめ。

今日の手柄をほめられて、

　共に甘露に醉はんさて。


と歌ふ聲かすかに、霞に紛れて飛び去りぬ。




中




　襤褸つゞれの著物いたく窶れたれどもつぎ〳〵の色紙なか〳〵に畫師ゑしに畫かかるべき打扮に、半ば落葉を盈たしたる籠を負ひ、熊手を持ちて、森の中を歩み行く十四五の少女、垢つきよごれたれど何となく氣高く、一人この人氣ひとけ絶えたる木立をさまよひて路を失ひながら泣きもせずいらちもせず淋しとも思はねば恐しとも思はず、恰も森を住家とする者の如く穩なる面持は住むべき世も持たず歸るべき家も持たぬ、世の外の神にやあらん。少女は當も無く下草踏み分けて行く中に、ふと立ち止り、少し體を傾けて、木の間を透し見たり。何物をか見つけたらん樣なり。拔足して横へ外れ行くこと五六歩、大木の陰に身を隱して覗き見る時、山鳥一羽葎を飛び出でぬ。近ちかづけば飛ぶ山鳥を追ひ廻して彼方此方へと走る程に森の奧に稍〻明るき光を見て、鳥追ふことも忘れ、光を慕ひ行きぬ。

　僅に十歩に餘る程の平地、木も無く雜草も無く美しき草夥しく生ひ出でて色々の花を著けたるにしばし見とれたる少女は籠を卸し熊手を捨てゝ終に花の上に坐りぬ。

「斯る面白き處ありと知らば妹をも伴ひ來べかりしに惜しき事してけり。妹は今頃折檻せられ居るやも知れず。吾も歸らば折檻を受くべきに定まれり。吾が折檻せらるゝは堪へ得べきも、妹の折檻せらるゝを見るつらさは如何にしても得怺へじ。今の母樣憎しとは思はねど、先の母樣あらばさぞ嬉しかるべき。何時もより吾の歸る時刻遲るゝ時は門の外に立つて吾を待ちたまはりし母樣、妹は其母樣の事知らねば、たゞ母樣は恐しき者とのみ覺えたる哀れさよ。それを思へば何時迄も家に歸りたからず。乞食して軒の下に寐るとも折檻せられて庭の隅に夜を明したるを思へば物の數ならず。若し斯る花の枕、花の筵に手足伸ばして一夜の樂たのしき夢を結びなば明日は森の中に飢ゑ死すともなか〳〵に本望なるべし。されど出づるに惜からぬ家を出でず捨つるに惜からぬ命を捨てぬは妹あるがためなり、吾家に在らずば吾も折檻せられず折檻せらるる妹をも見ずに濟めども、さりとて如何ばかり、姊を失ひし妹の悲むべき。


　少女はつと立ちて厓端危き處迄進み、下を見下しぬ。夕榮は東の空に殘りて、山々紫に暮れんとする時、鴉一むれ二むれ野を横ぎりて歸れば、川上僅かに光りたる水も霞みて見えず。きらきらと夕日受けたる屋根も森も一つに黒うなりて、大道一筋白う暮れ殘りたるに、蟻の這ふが如くに見ゆるは小荷駄の一列にやあらん。

「あの中に父樣や居たまふらん。


と耳を向けて聞くに、鈴の音かすかに鳴りて風の吹くたびに父の歌うたふ聲さへ聞ゆるかと覺ゆ。

「父樣はたしかに歸りたまへり。父樣居給はば折檻も強からじ。吾は暫く此處に寐て行かんか。


　全く暮れはてゝ見る物も無きまゝ、もとの處に歸りて五形の上に身を横たへぬれば山吹の花は足を掩ひ腹の上まで垂れかゝりたり。眠らんとするにゆかしき香氣にほひ紛々ふん〳〵と鼻を撲ちて我ながら夢とも幻とも分かず。




下




　黄金の高殿たかどの、水晶の門、珊瑚の枝に玉を貫きたる雲の上の榮華は人間の理想にのみ畫かれて夢に見てさへ珍しきを、千代も八千代も變ること無く此處に住みてはそれにも興盡きて、たまさかに人間界に下りて遊び戲るゝも榮燿過ぎての物ずきなるべし。男神をがみは萌黄の羅うすものを著流して手に短き杖を持ちながら透明なる卓にもたれ、

「光は居ずや。匂は如何にせし。


と呼び給へば、二人は紅の帷を掲げて入り來りぬ。

「時こそ善けれ、出で行くべし。光は笙をや用意したる。匂は琴を携へたるか。


　二人は用意とゝのひたる旨を答へ、さらばとて男神立ち上らんとし給ふ時、白銀の屏とびら風に吹かるゝ如く開きて、やがて女神は身を現し給ひぬ。やゝしばし樣子見給ひし後歩み寄りて男神に向ひ、

「何處にか行き給ふ、二人を伴れて。


と玉の如き聲に少し角立てゝのたまへば、男神も稍〻ためらひつゝ、

「今しも人間界に遊ばんと思ひて出で行くなり。御身が靜なる呼吸十ばかりの間に歸り來べきに暫し待ち給へ。


　女神は眉を顰め胸を兩手にて抑へながら、

「汚れたる振舞なしたまひそ。下界には惡魔も多からんに心を用ゐ給へ。あまつさへ人間にも美女ありと聞くに、妾が胸に火の燃ゆること多かり。今宵も恐らくは人間の美女をや伴ひ給はん。そを思へば胸の火は妾を燒き盡し此高殿をさへ灰になさまほし。あな苦し。光よ。匂よ。汝も善き程に遊べ。足の裏の汚るゝ遊びはせぬものぞと誡め置けるに、下界の土を踏みたがることよ。匂よ。汝が足に血のにじみたるは何故ぞ。疾く語らずや。


と急きたまへば、匂は畏みて藤蔓に足をからまれたる由語りたり。

「それ見よ。惡戲すれば善きことはあらじ。光の羽の痛く破れたるも要こそあらめ。何したるぞ。


と問はれて薊の中をくゞり出でんとて斯く羽を傷ひたる旨言ひ出でぬ。男神は女神をなだめて、

「さな怒りなせそ。實まことは今宵吾一人の少女を艱苦の中より救はんとするなり。さはれ开は吾が仇なる心にあらず。心正しき少女の人間の苦を受くるを見るに忍びず、此處に連れ來りて御身の腰元と爲さんと思ふに御身も心よく受け引き給はずや。


とのたまへば女神めがみ纔わづかにうなづきたまひけるに、

「さらば直に歸り來んに其處にて待ちたまへ。


と言ひ殘して男神は二人の神の子を從へ立ち出で給ひぬ。門を出でゝ見まはしつ男神、

「人間界は暗し。路を誤らずや。


と問ひ給へば、光、

「よく〳〵究め置きたる路なれば誤るべくもあらず。今目の下に見ゆる闇の中にも殊に黒きは森なり。あの森の續きにこそいでまし處はあなれ。


とて急ぎ下り行きぬ。男神は光と匂に導かれて闇の中を下り給ふ程に森近くなれば、先に行きし光は少し引き返して、

「はや到り著きぬ。如何すべき。


と言ふ。男神、

「少女は來てありや、潜ひそかに下りて見よ。


とのたまへば、匂は下り立ちしが直に飛び戻り、

「花を枕に眠らんとするけはひなり。


と言ふ。

「好し。さらば汝等はこの梢に在りて樂器を奏でつゝ『眠れ』の曲を歌へよ。吾は下りて彼の穢を洗ふべし。


とて男神は花の上に下り少女を窺ひ給ひぬ。樂は始まりたり。

寐よ、寐よ、寐よや。

寐るべき時は來りたり。

人より天に近き森、

一夜を眠れ花ざかり。

ねむ、ねむ、ねむれ。

枕を花に眠る、誰。

ねむ、ねむ、ねむれ。

浮世に一人清き汝。


　神は三たび少女を廻りぬ。又樂の音

寐よ、寐よ、寐よや。

褥しとねを草に代へて寐よ。

捨つべき浮世汝が浮世、

濁らぬ夢を結べやよ。

ねむ、ねむ、ねむれ。

眠らば神にならん、汝。

ねむ、ねむ、ねむれ。

眠れと汝をさそふ、吾。


　神はやがて山吹の一枝を折りて振りかざしたまへば、露は水銀の如く凝りて、少女の顏とも言はず體とも言はず玉を轉がしぬ。少女は笑ひかゝりし顏に眠を湛へて面白き夢見るが如く起きんともせず。『洗へ』の曲は始まりぬ。

洗へよ、洗へ。

汚れを洗へ花の露、

露ふりそゝぐ額ひたひ眉まゆ。

洗へよ、洗へ。

洗はゞ花の露雫、

雫に冷やせ胸の慾。

洗へよ、洗へ。

洗へば凝りて露も霜、

霜置きまどふ足も手も。

洗へよ、洗へ。

洗ひあげたる汝が體、

白玉椿白き肌。


　神は少女を洗ひ終りて少女の額に吻くちびるを當てぬ。光も匂も共に下り來れば神は少女をよそほへと命じぬ。二人は山吹、藤を取りて少女の髮に揷し、種々の花飾りを編みて首に掛け腕に掛け胴を卷きなどす。裝ひ終るを待ち『覺めよ』の曲をしらべよと再び命ぜられて、二人は少女の枕元に坐し笙を吹き琴を彈き出でたり。

覺めよ、覺めよ。

眠るは何處の賤の者、

　覺めなば神の天少女。

夢の世ながら人間の

　夢より出なば神の夢。

覺めよ、覺めよ。

菫、五形の花衣、

　藤、山吹の花かつら。

こゝろみに乘れ天つ雲、

　人を離れて高き空。


　少女は靜かに身を起していぶかしげに四方を見れども何物も見えず。只妙なる音樂の響に感歎の耳を澄ましぬ。斯くと見て男神森の梢に上り給へば、光も匂も樂を奏しながら男神につきて上りぬ。少女は樂の音慕はしく、遠くなるまゝに足を欹つれば、足は自然に地を離れて、飛ぶが如くに森に上りぬ。神と神の子は少女を誘ひつゝ樂を鳴らして次第に高く上れば少女も次第に高く上り來る。少女は不圖我身を見るに種々の花身に纏ひて闇にも我から光を放つに自ら驚き、上の方を仰ぎ見れば玉の臺うてななど畫に見るやうに光りて遙に浮びたり。下を見れば烏羽玉の闇、何處までも黒き中に赤き圓き珠の如き者轉び出でたり。

「こは何としたるぞ。


と怪みつぶやきて立ちとまれば、匂はそと少女の耳に口を寄せ、

「上に見ゆるは天上界、下に見ゆるは月球なり。我男神は御身を人間の苦より救ひ出だして天人には爲し給ひたるぞ。


とさゝやきぬ。少女覺えず笑みて、

「そは嬉しさの限りなり。されど吾一度人間に歸りて妹をも倶して再び上り行かんは如何に。


とやゝ氣遣はしげに言ふを打ち消し、光は、

「御身一たび人間に下れば再び上るに路なかるべし。はや〳〵上り給へ、君の待たせ給ふに。


と耳にさゝやけども、少女は聽かず。

「しばしが程なり、願はくは待たせ給へ。妹を伴れて直に歸り來んに何の間も入るべき。


とて光、匂の止むる袂を振り切つて投ぐるが如く身を落せば、忽ち本もとの花の上に落ちながら總身泥の如く少しも動き得ず。やう〳〵に正氣づきて身を起し眼をこすれば、體は花の露に漬りて香は闇の空に擴がり、始めて夢見たる心地に茫然と佇む足下、今しも地を離れたる許りの赤き丸き月一つ。

（明治三十年四月）
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